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一般社団法人 福島県作業療法士会  

平成30年度 第6回理事会抄録 
 

日時：平成31年2月23日（土）13：30～16：50 

場所：ほっとあたみ 第 1 会議室 

１．会長挨拶 

２． 定足数報告(総務部長) 

出席者数 22 名（内理事数 13 名） 

理事：長谷川、木村、五百川、佐藤、田口、根田、 

今川、松下、椎野、青木、髙野、岡本（佳）、冨岡   

監事：渡邉   相談役：柴田  

支部長：坂本、髙橋、矢吹、若林、前田 

部員：荒井、日下部 

３． 三役の会議等出席動向  
月日 内容 場所 出席者  
1月17日 知事新年そば会 県庁 長谷川敬一  
1月24日 福島県地域リハビリテーシ

ョン協議会 

県庁 長谷川敬一 

 
1月31日 第 42 回総合リハビリテー

ション研究大会・第４回実

行委員会 

福島県立

医科大学 

五百川和明 

 
2月2，3

日 

日本作業療法士協会 47 都

道府県委員会 

東京 長谷川敬一 

佐藤正彦  
2月15日 福島県在宅医療推進会議 県庁 長谷川敬一  
2月19日 第 5 回福島県介護ロボット

ニーズ・シーズ連携協調協

議会 

ふくしま

医療機器

開発支援

センター 

長谷川敬一 

岡本佳江 

 
2月24日

（予定） 

介護ロボットニーズシーズ

連携協調協議会全体会議報

告会 

東京 長谷川敬一 

岡本佳江 

 
3月8日

（予定） 

郡山健康科学専門学校卒業

式 

郡山健康

科学専門

学校 

長谷川敬一 

 
3月9日

（予定） 

根本匠厚生労働大臣を励ま

す会 

ホテルは

まつ 

長谷川敬一 

 
3月11日

（予定） 

福島県介護予防市町村支援

委員会 

ふくしま

中町会館 

佐藤正彦 

 
3月14日

（予定） 

訪問リハビリテーション振

興財団理事会 

日本理学

療法士協

会（東京

田町） 

長谷川敬一 

 
3月20日

（予定） 

福島県地域ケアシステム推

進協議会 

福島県医

師会館 

長谷川敬一 

 
3月28日

（予定） 

第 42 回総合リハビリテー

ション研究大会・第４回実

行委員会 

福島県立

医科大学 

五百川和明 

 

4． 議題１(検討・決議事項) 

 

１）補正予算申請 

   ・ＭＴＤＬＰ委員会  40,000 円 

内訳：事例報告会について 20,000 円、MTDLP

マニュアルに 20,000 円 

                     ⇒承認 

・事務局費 394,000 円 

内訳：東北学会評議会、自立支援型地域ケア会議大分

県派遣、４７委員会オブザーバー参加分、県地

域包括会議の会長出席などに経費がかかったた

め                ⇒承認 

２）継続審議事項 

   ＭＴＤＬＰ委員会より（根田委員長） 

    研修運営の際の生涯教育部との役割分担につ

いて 

講師派→MTDLP 委員会 

運営→生涯教育部 

申し込みに関して今後はmail申し込みにした

い。              ⇒承認 

３）自立支援型地域ケア会議へのＯＴ派遣調整の流れ

に関して（松下地域保健福祉部長） 

   フローチャートに沿って人選する。2019 年度分

は3月8日までに地域保健福祉部長へ報告する。 

⇒承認 

４）学術部（機関誌編集係） 

・査読マニュアルの内容確認 

4 月理事会で承認にもっていきたい。意見があれば 

委員長まで。 

５）第 30 回東北作業療法学会進捗報告 組織図につい

て （根田実行委員長） 

⇒承認 

６）第29回東北作業療法学会について（佐藤事務局長） 

  ・座長推薦 

    以下 4名を推薦 

  根田英之氏（学術部長） 

  半谷智辰氏（福島県立医科大学会津医療センター 

  田代勇二氏（南東北訪問看護ステーション  

ゴールドメディア）  

  川又寛徳氏（福島県立医科大学新医療系学部設置

準備室） 

  ・士会活動分科会 発表者： 

長谷川敬一会長、椎野良隆理事 

        オブザーバー：根田英之・佐藤正彦  

⇒承認 

７）来年度の活動計画の基本方針（長谷川会長） 

  会長より基本方針について説明あり。 

                    ⇒承認 

８）来年度の予算案・事業活動計画（田口財務部長） 

  事業費：WiFi をドコモから UQ モバイルへ変更す 

ることで会議交通費節減につなげたい。 

財務・総務・いわき・相双・地域保健福祉部（県北）

で使用することとする。 

渡邉：経費について明確に勘定科目を分けるべき。 

ルーターの件は賛成だがしっかり会議回数など予 

算立てて購入してほしい。      ⇒承認 

９）その他 

 ・財務より 
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定款にある特定個人情報の取り扱い（マイナンバ

ー）について、過去の分で使用しない方の情報をシ

ュレッダー廃棄してもよいか 

今後講師予定の 2名を除き破棄の了解を得た。 

⇒承認 

 

議題２：報告案件 

１）来年度の協会後方支援による特別支援教育研修に

関して（松下地域保健福祉部長） 

・協会へエントリーし、福島県での開催決定。 

・開催日：2019 年 7月 27 日（土）・28日（日） 

・協会に講師を依頼できる講義は、協会へ依頼。 

・県内の教育委員会関係・教育学系大学教員等から

の講師は検討中。 

・必要経費は、地域保健福祉部と医療保険部から予

算化。 

２）総務部 

・2017 年度入会者で OT 協会会員情報登録不備あり

7名。 
・レッツリモコンの貸し出しについて 

３）広報部活動報告 （高野広報部長） 

・平成 30 年度作業療法フェスタ開催報告 

  日程：平成 31年 2 月 9 日（土）  

会場：郡山市民交流プラザ 会議室 1 

  参加者：高校生 1・2年生 7名、養成校在校生 9名、

スタッフ(広報部)9名 

・来年度の広報部事業について 

ホームページ移管作業工程について 

回覧システム構築作業工程について 

五百川：参加者 7名であるということについて分

析が必要。 

多数意見あり。今後の広報に生かしていく。 

４）ＭＴＤＬＰ委員会（根田委員長） 

・事例検討会の実施（1/25 県南 1/27 県北 2/8 い

わき） 

・基礎・実践者研修は今年度も協会の目標値を達成

できた。しかし指導者の修了者が未達であったた

め次年度の課題とする。 

５）リハビリテーション専門職団体協議会事業協力委

員会（根田委員長） 

・地域ケア会議・介護予防 POS 研修会事業協力（1/13 

相双 1/27 県南 2/24 県北） 

・いきいきマニュアルの見直しを行い第２版を作成

中（会計担当の PT 士会から予算活用の提案として

再度ハンドオフ本印刷の提案あり３士会とも了承） 

・平成 30 年度の POS 研修会振り返り会議ならびに次

年度研修運営会議に参加予定（3月開催） 

６）災害対策委員会（根田委員長） 

・平成 30 年度大規模災害を想定したシミュレーショ

ン訓練（協会主催：2/8）の進捗 

 →現在各支部の会員より安否についての支部長よ

り報告を受け集約中：約１ヶ月間の調査 

・福島県災害福祉ネットワーク協議会主催研修（ス

キルアップⅠ）に事業協力（根田） 

７）臨床実習指導者養成推進委員会（五百川委員長） 

８）その他 

生涯教育部：ポイントが有効なのは協会費納入にな

ってからなのでご注意いただきたい。 

 

5.その他 

 

6.副会長挨拶（五百川副会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


